
大
人

と
子

ど
も

と
一

緒
に

な
っ

て
　

　
　

団
技

の
玉

入
れ「

年
の

差
な

ん
て

」

11
2008  N

O
V

EM
BER

N
o

.661

広
報

第
3

9
回

 椎
葉

村
民

体
育

大
会

（
平

成
2

0
年

1
0

月
1

2
日

撮
影

）



　

晴
天
広
が
る
秋
空
の
下
、
ど
っ
と
集

ま
り
７
０
０
人
。
村
内
10
地
区
６む
っ
つ団

に

分
か
れ
、
心
地
良
い
汗
か
き
な
が
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
図
り
ま
す
。
勝

敗
競
う
だ
け
で
な
く
、
健
康
増
進
目
指

し
ま
す
。
こ
の
日
に
備
え
て
練
習
を
積

み
、
一
等
賞
を
目
指
す
人
。
大
会
前
に

焦
っ
て
練
習
、
筋
肉
痛
で
走
る
人
。
真

剣
勝
負
の
徒
競
走
、
声
援
飛
び
交
う
リ

レ
ー
走
、
笑
顔
広
が
る
団
技
も
い
ろ
い

ろ
。
上
椎
葉
ダ
ム
を
見
下
ろ
す
場
所
で

「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

跳と

ん
だ
！

走
っ
た
！

転
ん
だ
？

笑
っ
た　

椎
葉
村
民
体
育
大
会

第39回

（
10
月
12
日
・
村
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▲元気に踊った赤団（尾向）の
応援団

▲ゆっくり急いで水運び。団技「節水にご協力？」

▶「
始し

投と
う

式し
き

」
を
行
っ
た
陸
上
男
子
砲
丸
投

げ
の
全
国
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
宮
崎
工
業
高

校
３
年
の
七な
な

尾お 

紘ひ
ろ
しく
ん
（
上
椎
葉
中
１
）
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▲公民館長と体育部長を胴上げして優勝を喜ぶ黄団
　（松尾公民館）

大会総合成績
総合の部 男子の部 女子の部

優　勝 黄団 360点 黄団 120点 黄団 77点

準優勝 赤団 323点 青団  95点 青団 71点

第３位 青団 313点 赤団  93点
赤団 55点
白団 55点

※総合の部には団技の得点を含む

【団構成】　青団（上椎葉）・桃団（鹿野遊・仲塔）
　　　　　白団（尾八重・不土野）・赤団（尾向）
　　　　　紫団（大河内・栂尾・小崎）・黄団（松尾）

種目別の優勝者
＜トラック競技＞

【女子の部】
中学 100m 那須　結香 （桃） 13秒79（新）
20代 100m 日與川瑠美 （青） 16秒27
30代 100m 山中ルリ子 （青） 16秒06
40代 60m 寺原　美穂 （青） 9秒72
50代 60m 那須　邦子 （白） 10秒45

【男子の部】
共通 2000m 中村　義市 （黄）　6分53秒10
共通 2000m 椎葉　　豊 （青）　7分26秒30
共通 2000m 椎葉　　巧 （桃）　7分28秒97
共通 200m 岡村　拓尭 （黄）　　　25秒27
中学 200m 甲斐　優太 （黄）　　　25秒81
20代 100m 椎葉　誠也 （赤）　　　11秒82
30代 100m 那須　力男 （黄）　　　12秒53
40代 100m 布施　政和 （白）　　　13秒34
50代 100m 椎葉　孝則 （赤）　　　13秒70

＜小学生全員徒走＞ ※採点対象外
【女子の部】

１年 60m 平井　優季 （大河内）11秒74
２年 60m 那須　啓菜 　（松尾） 11秒08
３年 100m 尾前萌々花 　（椎葉） 18秒93
４年 100m 那須　　葵 　（松尾） 17秒53
５年 100m 尾前　明菜 　（尾向） 16秒97
６年 100m 尾前　佐知 　（尾向） 15秒60

【男子の部】
１年 60m 山中　晴揮 　（椎葉） 11秒35（新）
２年 60m 植村　亮介 　（椎葉） 10秒99
３年 100m 黒木　光大 　（小崎） 17秒80
４年 100m 甲斐　拓篤 　（松尾） 17秒12
５年 100m 右田　悠晶 　（小崎） 15秒87
６年 100m 甲斐　将聖 　（松尾） 15秒17

＜フィールド競技＞
【女子の部】　※砲丸2.75㎏

34歳下 砲丸 椎葉　美代 （白） 8ｍ06
35歳上 砲丸 荒竹ちよみ （黄） 8ｍ92
共通　 走幅 岡村　知美 （黄） 3ｍ41

【男子の部】　※砲丸：34歳以下5.45㎏・35歳以上4.0㎏
34歳下 砲丸 椎葉　貴大 （黄） 11ｍ02
35歳上 砲丸 甲斐　秀二 （黄） 12ｍ12
34歳下 走幅 岡村　亮二 （黄） 5ｍ78（新）
35歳上 走幅 甲斐　健二 （黄） 5ｍ32
共通　 走高 椎葉　公之 （赤） 1ｍ45

＜リレー競技＞
中学生男女混成リレー（600ｍ）

椎山環・椎葉美由希・尾前大地・椎葉康文
　　　　　　　　　　　　　　　（青）　1分25秒79
女子団対抗年代別リレー（550ｍ）

尾前佐知（小学）・尾前佳奈江（中学）・尾前笑美（20代）
尾前慶子（30代）・尾前千代美（40代）・椎葉祥子（50代）

　　　　　　　　　　　　　　　（赤）　1分30秒12
男子団対抗年代別リレー（900ｍ）

尾前正樹（小学）・椎葉亮（中学）・椎葉竜也（20代）
尾前慎二（30代）・椎葉雅孝（40代）・椎葉孝則（50代）

　　　　　　　　　　　　　　　（赤）　2分06秒66
一般女子リレー（４×100ｍ）

日與川瑠美・山中ルリ子・那須サヨコ・那須美代子
　　　　　　　　　　　　　　　（青）　1分05秒88
一般男子リレー（４×200ｍ）

那須力男・津隈祐喜・岡村亮二・岡村拓尭
　　　　　　　　　　　　　　　（黄）　1分46秒31

＜団技の部＞
「節水にご協力？」　　　　（青）
「年の差なんて」　　　　　（白）
「ナイスイン」　　　　　　（黄）
「みんなでリレー」　　　　（赤）
「平家の里つなひき合戦」　（赤）

「おらが館長No１！」（小崎公民館）※採点対象外

第39回 椎葉村民体育大会

� Public Relations of  SHIIBA 2008（H20）11月号

※太字（新）は大会新記録　※共通2000mは３位まで
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おいしく いただこう！ 「椎葉の食材」
▶
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん

　

前
列
左
か
ら
椎
葉
サ
ダ
メ
さ
ん

　

椎
葉
喜
久
子
さ
ん（
グ
ル
ー
プ
ひ
え
つ
き
）

　

中
竹 

栄
さ
ん（
夢
織
会
）

　

右
田
直
美
さ
ん（
代
理
の
右
田
美
佐
子
さ
ん
）

　椎葉村の食材を利用し、より一層の生産振興と消費拡大をめざした「特
産品コンテスト」が、むらおこしグループ連絡協議会（中瀬眞知子会長・
13グループ）と平家まつり実行委員会の主催で行われました。今回は「猪
肉・鹿肉料理」の部や、椎葉村しいたけ部会の特別協賛による「しいた
け料理」の部など、計４部門に48作品が出品され、専門家など６人の審
査によって各部門ごとの優秀作品が選ばれました。なお、今回入賞した
加工品部門については、商品に村の認定シールを貼って、早ければ11月
の平家まつり会場で販売されます。（10月18日・椎葉村開発センター）

椎　葉
平家まつり
2008 特産品コンテスト

加 工 品 部 門
漬物・総菜の部（９作品）

☆最優秀賞
　｢梅くずし｣

　　夢織会（松尾・上椎葉）

☆優 秀 賞
　 ｢生しいたけ入り酢漬け｣ 

　　御池の里（尾向）

菓子の部（８作品）

☆最優秀賞
　｢メープルシロップ｣

　　グループひえつき（尾八重）

☆優 秀 賞
　｢米粉の人参パンケーキ｣

　　まるみ会（小崎）

優秀賞  

生しいたけ入り酢漬け

米粉の人参パンケーキ

梅くずし

メープルシロップ

優秀賞最優秀賞

料 理 部 門
しいたけ料理の部（17 作品）

☆最優秀賞 ｢たつきさロール｣

　　右田直美さん（川の口）

☆優 秀 賞 ｢なばうどん｣

　　中竹　栄さん（栗の尾）

猪肉・鹿肉料理の部（14 作品）

☆最優秀賞 ｢猪肉入り里芋コロッケ｣

　　椎葉サダメさん（追手納）

☆優 秀 賞 ｢鹿肉の香草焼き｣

　　椎葉喜久子さん（松木）

最優秀賞

たつきさロール

猪肉入り里芋コロッケ鹿肉の香草焼き

最優秀賞優秀賞

優秀賞

なばうどん

最優秀賞
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あまく
て

　おい
しい

秋の味覚「秋
さ ん ま

刀魚」健康
レシピ

さんまときのこのしょうが煮 【材料】※４人分

生さんま ２匹（240g）

しめじ　 １/２パック（50g）

春菊　　 １/３束（80g）

⑫

【栄養成分】※１人分　エネルギー：206kcal
　たんぱく質：12.6g　脂質：14.9g　塩分：1.2g

　暑い夏が過ぎて、食欲の秋となりました。秋の食べ物には
おいしいものがたくさんありますが、魚といえばさんまですね。
さんまなどの魚には、血圧や血液中のコレステロールを下げる
働きをする DHA（ドコサヘキサエン酸）や EPA（エイコサペ
ンタエン酸）が含まれています。質の良いたんぱく質も豊富です。
　旬の食べ物には、栄養成分が特にたくさん含まれています。
食べ過ぎに注意しながら秋の味覚を楽しみたいですね。

食
欲
の
秋
で
も

食
べ
過
ぎ
に
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

役場 福祉保健課

黒木 美郷 管理栄養士

【作り方】
① さんまは５センチの筒切り

にし、はらわたを出して水
洗いし、水気をきる。

② 鍋にＡを入れあたため、①、
しめじを入れて10分煮る。

③ 春菊はゆでて水にとり、食
べやすい長さに切る。

④ ②に③を加えてさっと味を
からめる。

※ ナバ（しいたけ）や えのき な
ど加えてもおいしいです♪

　　しょうが 少 （々薄切りにする）

　　だし　　 300cc

Ａ　砂糖　　 小さじ２・２/３（８g）

　　しょうゆ 大さじ１・小さじ１

　　　　　　 （24g）

「食改さん」が調理実習で作り
ました（10月16日）

「栗
くり

まんじゅう」
　秋と言えば、食欲の秋。秋の味覚といえば ･･･ 

「やっぱり、栗！」と言う人も多いのでは。椎葉
村では栗のあんを使った「栗まんじゅう」がよく
作られます。地区や家庭ごとに砂糖や塩の加減が
違う、あまくて おいしい お袋の味。今年はもう
食べられましたか？

秋です
ね。食欲の秋ですね。

▲「栗まんじゅう」と「栗のしぶ皮煮」を作ったすくすく子育て学級。
　先生は松尾の中村廣

ひろ

子
こ

さん（中尾）と山本文
ふみ

子
こ

さん（竹の八重）
　（10月17日・保健センター「すこやか館」）

▶
で
き
あ
が
り
を
さ
っ
そ
く
、パ
ク
ッ
！

▲栗あんがびっしり詰まった
　「栗まんじゅう」
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むらのできごと

　

県
内
の
代
表
44
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
行
わ
れ
た
第
７
回
さ
ん
さ
ん

ク
ラ
ブ
宮
崎
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
競
技
に
お
い
て
、
本
村
代

表
と
し
て
出
場
し
た
上
椎
葉
チ
ー

ム
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

▲村長への優勝報告
　（10月20日）

▲週２回の練習を重ね、宮崎県のチャンピオンとなった
上椎葉チームのみなさん（10月８日・県総合運動公園）

ゲートボールで県大会優勝！

▲講師・吉村照代さんによる記念講演
　「認知症の正しい理解」
　（10月18日・開発センター）

椎
葉
村
女
性
の
つ
ど
い

　

婦
人
会
の
会
員
に
よ
る
学
習
会
。
記

念
講
演
と
癒い

や

し
の
コ
ン
サ
ー
ト
「
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冬
に
な
る
と
流
行
す
る
伝
染
病
。症
状

は
急
激
な
発
熱
や
関
節
痛
な
ど
。毎
年
、

計
画
的
に
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

▲村民の約４割が受ける予防接種。事前
の申し込み者は1,172人です。

　（10月22日・保健センター）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防

日本赤十字社 宮崎県支部長表彰
【多額社資納入者表彰】

甲斐徹信さん（奥村）

日
本
赤
十
字
社
表
彰

　

特
殊
法
人
の
日
本
赤
十
字
社
は
、

個
人
及
び
企
業
・
法
人
の
社
員
社

費
で
運
営
さ
れ
、
国
内
や
海
外
の
災

害
・
救
援
活
動
な
ど
幅
広
い
分
野
の

資
金
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。今
回
、

多
額
社
資
納
入
者
と
し
て
甲
斐
徹
信

さ
ん
が
表
彰
さ
れ
、
村
長
室
で
表
彰

状
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
９
月
17
日
・
役
場
村
長
室
）

▲村長から各受賞者への表彰状伝達式（９月17日・役場村長室）

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
で

　
　

宮
崎
県
知
事
表
彰
受
賞

　

９
月
３
日
、
第
33
回
宮
崎
県
さ
ん

さ
ん
ク
ラ
ブ
大
会
が
宮
崎
市
で
開
催

さ
れ
、
向
山
福
寿
会
の
椎
葉
歳
治
さ

ん
（
86
歳
）
へ
知
事
表
彰
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
椎
葉
歳
治
さ
ん
は
こ
れ
ま

で
、
椎
葉
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
長

を
務
め
る
な
ど
、
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
競
技
の
普
及
や

発
展
に
努
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
県
老
人
ク
ラ
ブ
や
日
本
赤
十
字

社
か
ら
の
表
彰
も
あ
り
、
村
長
へ
の

報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
宮
崎
県
知
事
表
彰
】

　

向
山
福
寿
会　

椎
葉
歳
治
さ
ん

【
宮
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰
】

　

※
２
個
人
・
３
団
体
が
受
賞

　

椎
葉　

孝
さ
ん（
不
土
野
長
寿
会
）

　

甲
斐　

清
さ
ん（
上
椎
葉
福
寿
会
）

　

老
人
ク
ラ
ブ 

鹿
野
遊
長
寿
会

　

老
人
ク
ラ
ブ 
向
山
長
寿
会

　

椎
葉
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
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むらのできごと

肌で感じた芸術の秋
　スクールコンサート

　大河内小学校と松尾小・松尾中学校で行われましたスクールコン
サート。子どもたちや地域の方に喜んでもらえるようにと、宮崎県
教職員互助会が県内各地で行っている公益文化事業です。また、椎
葉小学校ではハーモニカのボランティア演奏会が開かれました。

▲橘太鼓「響
ひびき

座
ざ

」による太鼓の演奏と指導。響座が平成３年のデビュー当時
に使っていた太鼓は椎葉治美さん（本郷）手作りのもの。ゆかりの地での
コンサートとなりました。（10月10日・大河内小学校）

▶
と
き
に
力
強
く
、と
き
に
繊
細
に
。
大お

お

薗ぞ
の

麻ま

美み

子こ

さ
ん

（
ソ
プ
ラ
ノ
）
の
歌
声
と
栗く

り

原は
ら

美み

妃き

さ
ん
の
ピ
ア
ノ
の

演
奏
（
10
月
21
日
・
松
尾
中
学
校
）

▶
翌
日
の
「
女
性
の
つ
ど
い
」
に
先

が
け
て
行
わ
れ
た
癒い

や

し
の
コ
ン

サ
ー
ト
。
松ま

つ

浦う
ら 

壽ひ
さ
しさ
ん
が
た
く

さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
使
い
分
け

懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
演
奏

（
10
月
17
日
・
椎
葉
小
学
校
）

▲県代表として九州大会で活動発表を行った林研グルー
プのみなさん（９月９日・長崎市）

林研グループが九州大会で２位
　長崎市で開催された第48回林研九州地区交換研修大
会で、昨年の県森林林業フォーラムで最優秀賞の椎葉
林業研究グループ連絡協議会（鈴木克裕会長・75人）
が県代表として活動発表を行いました。内容は、林業
離れが進む中での取り組みとして、ＧＰＳ（全地球測
位システム）による間伐調査やスイングヤーダ等を使
用した間伐講習会の実施、小中学生の木工教室、平家
まつりでの森林吸収源の普及啓発、植樹祭の実施など。
結果は８グループ中、２位の成績となりました。

▲古園２号トンネルの開通を祝いテープカットとくす玉
割りが行われた開通式（10月10日・諸塚村七ツ山）

国道327号線の高さ制限が解消
　椎葉村と諸塚村間の交通アクセスを向上させる国道
327号線古園２号トンネルが開通しました。このトン
ネルは、県が平成９年度から整備を進めている古園バ
イパス（全長3.1キロ）の一区間。全長972メートル、
車道幅員６メートル（２車線）で、総事業費は18億円。
これまでの古園第一隧

ずい

道
どう

は車両の高さ制限（3.5メー
トル）があり、大型トラックは五ヶ瀬町から国見トン
ネルを経由する必要がありましたが、今回の開通で高
さ制限は撤廃され、時間も短縮されました。
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「ふるさと納税」

椎葉村を応援してくださる

みなさんの あたたかい

ご支援をお待ちしています

椎葉村への

【ふるさと納税制度とは･･･】
　自分が応援したいと思う地域（都道府県や市区町村）
に対して寄付を行った場合、5,000円を超える部分に
ついて、現在お住まいの市区町村の住民税や所得税が
軽減される制度です。

【寄付金の使われ方は･･･】
　寄付金は、次のような事業に活用させていただき
ます。
　　１．福祉、少子高齢化対策
　　２．自然環境保全、景観の維持
　　３．産業の振興
　　４．教育、スポーツ活動の充実
　　５．歴史、文化の保全

【寄付の申込方法は･･･】
　寄付申込書により、お申し込みください。申込書は、
椎葉村のホームページからダウンロードしていただく
か、役場総務課までお問い合わせください。
※なお、１万円以上の寄付をいただいた方には、感謝

のしるしとして「特産品の詰め合わせ」または、そ
の年度中の広報紙を毎月贈呈させていただきます。

【問い合わせ先】
〒883-1601  宮崎県東臼杵郡椎葉村下福良1747番地
　椎葉村役場 総務課 企画情報係
　　☎０９８２−６７−３２０３
　　ファックス０９８２−６７−２８２５
　　Eメール：shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp
　ホームページ：www.vill.shiiba.miyazaki.jp/

【健全化判断比率】

① 実質赤字比率

　一般会計の実質赤字額の標準財政規模に対する

比率。椎葉村では赤字額はありません。

② 連結実質赤字比率

　全ての会計を対象とした実質赤字額の標準財政規

模に対する比率。椎葉村では赤字額はありません。

③ 実質公債費比率

　一般会計が負担する公債費などの元利償還金及

び準元利償還金の標準財政規模に対する比率。椎

葉村は16.8%で、基準値の25.0%を下回っています。

④ 将来負担比率

　一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準

財政規模に対する比率。椎葉村は59.７%で、基準

値の350.0%を大きく下回っています。

【資金不足比率】

　公営企業ごとの資金の不足額の事業の規模に対する

比率。椎葉村の公営企業（病院・簡易水道・電気）の

すべての会計で資金不足比率はありません。また、国

が示している「経営健全化基準」の値を下回っている

ので、経営状況については健全であると判断できます。

【健全化判断比率】※平成19年度決算

比 率 項 目
椎葉村の
比　　率

早期健全化
基　　　準

① 実質赤字比率 − 15.0％

② 連結実質赤字比率 − 20.0％

③ 実質公債費比率 16.8％ 25.0％

④ 将来負担比率 59.7％ 350.0％

　平成19年６月22日に「地方公共団体の財政の健全
化に関する法律」が公布されました。この法律は、
地方公共団体の財政を健全化することを目的として
おり、財政の健全性をチェックするための４つの健
全化判断比率が設けられています。この比率が一定
の基準以上になってしまった場合には、厳しい対応
が求められることになりますが、椎葉村はいずれの
比率も基準を下回っています。

椎葉村の「財政健全化判断比率」
「資金不足比率」を公表します

守り受け継がれてきた椎葉神楽
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椎葉
晃充
村長の

10月の
動き

▲村民体育大会でフォーク
ダンスに参加（12日）

１
日　

治
山
林
道
協
会
研
修
視
察

　
　
　
　
（
〜
10
月
２
日
・
北
海
道
）

３
日　

国
道
３
８
８
号
線
現
地
踏
査

　
　
　

県
道
上
椎
葉
湯
前
線
早
期
改
良　

　

促
進
要
望

　
　
　
　
（
〜
４
日
・
人
吉
市
、
水
上
村
）

６
日　

庁
議
・
平
家
ま
つ
り
実
行
委
員
会

７
日　

九
州
電
力
要
望
活
動
（
福
岡
市
）

８
日　

九
州
自
動
車
道
延
岡
線

　
　
　
　

建
設
促
進
中
央
大
会（
東
京
都
）

９
日　
全
国
砂
防
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
協
議（
宮
崎
市
）

10
日　

国
道
３
２
７
号
線
古
園
２
号

　
　
　
　

ト
ン
ネ
ル
開
通
式
（
諸
塚
村
）

　
　
　

県
北
部
広
域
行
政
理
事
会（
延
岡
市
）

12
日　

村
民
体
育
大
会

14
日　

入
札

　
　
　
全
国
砂
防
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
協
議（
宮
崎
市
）

15
日　
全
国
砂
防
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
宮
崎
市
）

16
日　

中
山
間
地
域
条
例
検
討
会（
諸
塚
村
）

17
日　

臨
時
議
会

18
日　

女
性
の
つ
ど
い

20
日　

森
林
管
理
署
協
議
（
日
向
市
）

21
日　

北
海
道
鶴
居
村
議
会

　
　
　
　

議
員
行
政
視
察
対
応

22
日　
知
事
・
首
長
膝
詰
め
ト
ー
ク（
五
ヶ
瀬
町
）

23
日　

入
札

24
日　
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
会
議（
日
向
市
）

25
日　

五
感
の
つ
ど
い

26
日　

職
員
採
用
面
接
試
験

31
日　

戦
没
者
追
悼
式

　

10
月
17
日
に
開
か
れ
た
臨
時
議
会
で
、

道
路
の
維
持
工
事
費
と
し
て
一
億
円
の
追

加
補
正
が
審
議
さ
れ
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
は
、
村
民
の
通
行
の
安
全
対

策
と
、
公
共
工
事
に
よ
る
雇
用
対
策
と
し

て
、
主
に
バ
ス
路
線
を
中
心
と
し
た
道
路

整
備
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

一
億
円
で

　

安
全
と
雇
用
を
！

臨
時
議
会
で
予
算
を
追
加

▲大幅な運行の見直しが行われた村営バス。10月より新たに運行が始まった松尾地区でも、
多くの方が利用されています。（10月３日・上椎葉 中園本店前）

　

宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
と
し
て
財
団

法
人 

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、
地

域
に
必
要
な
施
設
の
整
備
な
ど
に
対
し
て

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、

尾
八
重
公
民
館
の

「
自
然
を
愛
す
る
山

里
の
唄
発
祥
の
地
づ

く
り
」
事
業
に
対
し

て
の
助
成
が
行
わ
れ
、

地
区
の
公
衆
ト
イ
レ

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場 

総
務
課 

企
画
情
報
係

　
　

☎
０
９
８
２―

６
７―

３
２
０
３

▲整備された公衆トイレ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

施
設
を
整
備
し
て

　

地
域
の
活
性
化
を
！
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▲椎葉村役場周辺の風景７　職員手当の状況
区　　分 椎　　　葉　　　村 国

期末勤勉手当
期末手当 勤勉手当 計

本村と同じ

　6 月期 1.4 月 0.75 月 2.15 月
12 月期 1.6 月 0.75 月 2.35 月

扶 養 手 当
・配偶者　　　　　　13,000円
・扶養親族　１人につき6,500円
（配偶者がいない場合　１人のみ　11,000円）

住 居 手 当 借家借間で家賃を支払っている職員　最高27,000円
自宅の新築・購入の場合　５年間　　　　　2,500円

通 勤 手 当 片道の通勤距離が２㎞以上の職員
通勤距離に応じて3,400円〜19,500円 本村と異なる

時間外勤務手当
平成19年度 支給総額 11,055千円 職員１人当たり支給年額 82,502円
平成18年度 支給総額 6,458千円 職員１人当たり支給年額 67,979円

特殊勤務手当
（対全職員）

主な手当の名称 手当種類 支給対象職員の割合
（対全職員）

支給対象職員の
平均支給月額

医師、看護師、村税事務、運転
業務等に従事する手当 12 21.10% 37 千円

※平成 19 年度の時間外勤務手当には、国、県、村政選挙分が含まれます。

８　部門別職員数の状況（全会計、除く特別職）
年　度部　局 区　分 H20.4.1 H19.4.1

村長部局

総　務　課 係　数 9 9
職員数 17 19

税務住民課 係　数 5 6
職員数 9 9

福祉保健課 係　数 4 4
職員数 22 21

農林振興課 係　数 7 5
職員数 13 13

建　設　課 係　数 4 6
職員数 7 8

出　納　室 係　数 1 1
職員数 2 2

村立病院 係　数 2 2
職員数 28 29

教 育 委 員 会 係　数 4 5
職員数 28 28

議 会 事 務 局 係　数 1 1
職員数 1 1

農 業 委 員 会 係　数 1 1
職員数 1 1

選挙管理委員会 係　数
職員数 兼　1 兼　1

監査委員事務局 係　数
職員数 兼　1 兼　1

合 計 係　数 38 40
職員数 128 131

　　※職員の条例定数は 150 人です。

９　特別職の報酬等の状況

区　　　分 給料月額等

給　　料

村　長 719,000円

副村長 580,000円

収入役 廃　　 止

報　　酬

議　長 293,000円

副議長 220,000円

議　員 203,000円

期末手当

村　長
副村長
議　長
副議長
議　員

　６月期　1.6　月分

１２月期　1.75月分

　　計　　　3.35月分

（加算措置あり）

（注）特別職には勤勉手当は支給されません。
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給与などを公表します
※椎葉村職員の給与などの状況を知っていただくため、平成20年４月現在における概要を公表します。

（ただし、一般会計の職員給与について掲載したもので、特別会計の職員の給与は含まれておりません）

１　人件費の状況（普通会計決算）

年　度 住民基本台帳人口
（４月１日現在）

（Ａ）歳出額
（千円）

実質収支
（千円）

（Ｂ）人件費
（千円）

人件費率
（Ｂ）／（Ａ）

（参考）
18 年度の人件費率

19 年度決算 3,565 人 5,863,277 72,180 785,669 13.40% 9.80%
（注）一般会計における当初予算の歳出額・人件費には、一般職員や非常勤の特別職・常勤の特別職などに支給される
報酬・共済費・各種手当なども含まれています。

２　一般職員の給与費の状況（一般会計）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分 職員数 A
（４月１日現在）

給　　　　　与　　　　　費 一人あたり
給与費 B/A給料総額 職員手当 期末勤勉手当 総　　計 B

20 年度当初予算 92 人 330,075 42,994 132,656 505,725 5,438
（注）職員手当には退職手当を含まない。給与費は当初予算に計上された額である。

３　職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区　　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

椎　葉　村 283,700 39 314,100 46.1

４　職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区　　　　　　　　　分 椎葉村の初任給 国の初任給

一般行政職

大　学　卒 161,600

本村と同じ短　大　卒 149,800

高　校　卒 140,100

５　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区　　　　　分
経　　　　験　　　　年　　　　数

10 年以上 15 年未満 15 年以上 20 年未満 20 年以上 25 年未満

一般行政職
大　　学　　卒 250,900 284,000 357,600

高　　校　　卒 225,100 270,100 298,000

技能労務職 高　　校　　卒 220,200 250,800 301,600

６　一般会計における一般職員の級別職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 合計

標準的な職
務内容

主事補
技師補

主　事
技　師

主任主事
主任技師

係　長
主　査

課長補佐
主　　幹 課　長 課　長

職員数 4 21 52 10 4 1 92
（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する職名です。

お知らせ 椎葉村
職員の
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雪降
ふ

る椎葉の山々に
　鬼

き

神
じ ん

舞い降
お

り 神
か ぐ ら

楽舞う
国指定重要無形民俗文化財

　椎葉の一年を締めくくる祭り「神楽」。400年以上の歴史を
持ち、村内27地区で伝承されてきたこの祭りには、山の暮ら
しや神への信仰を表す椎葉独自の文化と歴史が深く刻まれ、
それを支えてきた人々の想いが込められてきました。今年も
また、伝統の神楽が舞われます。

ご存じですか？　神楽見学のエチケット
① 神楽は、集落の例祭です。地元のお祭りに参加する気持

ちを持ちましょう。
② 地元では、一人あたりお祭りに供物（焼酎２升程度）か

金一封（２〜３千円程度）を持っていく習わしになって
います。

③ ビデオや写真の撮影は、他の方の迷惑になることもあり
ますので、事前に保存会・神楽宿の了解を得るようにし
てください。

④ 10人以上の団体の方は、事前に保存会に連絡をし、許可
を得てから見学してください。

平成20年度　椎葉神楽日程表 （平成20年10月末現在）

月 日 神　楽　名 神　楽　宿 代表者

11
月

15日〜16日 奥村神楽 那須勝美宅 那須　辰夫

22日〜23日 栂尾神楽 栂尾神社 黒木武太郎

29日 合戦原神楽　※① 王宮神社 椎葉　一光

30日 財木神楽　　※② 財木神社 那須　福美

12
月

６日
矢立神楽 矢立集会センター 椎葉　真吾

不土野神楽 不土野集会センター 椎葉　邦博

６日〜７日
嶽の枝尾神楽 嶽の枝尾神社 椎葉　和男

向山日添神楽 向山日添公民館 椎葉　吉人

７日 木浦神楽 地当天神 那須　義美

13日

大河内神楽 大河内神社 椎葉　順一

上椎葉神楽　※③ 椎葉厳島神社 椎葉　信紘

古枝尾神楽　※④ 古枝尾集会センター 那須　宗則

水越神楽　　※⑤ 水越集会センター 椎葉　憲二

13日〜14日 尾前神楽 尾前神社 尾前　秀久

20日〜21日
向山日当神楽 向山日当集会センター 椎葉　芳一

十根川神楽 十根川神社 那須　良市

27日 追手納神楽 追手納公民館 椎葉　道生

※地区によっては、日程の変更もありますので、事前に確認をお願いします。

【中止】　村椎神楽

　　　　畑・鳥の巣神楽

【未定】　胡麻山神楽

　　　　松木神楽

　　　　夜狩内神楽

　　　　大薮神楽

　　　　栗の尾神楽

　　　　小崎神楽

　　　　仲塔神楽

　　　　若宮神楽

◎地区により時間が異なります。

　※① ＝ 18時〜 22時

　※② ＝ 　9時〜 12時

　※③ ＝ 10時〜 昼神楽

　※④ ＝ 13時〜

　※⑤ ＝ 地元のみ昼神楽

 

【問い合わせ先】
　椎葉民俗芸能博物館

　　ＴＥＬ０９８２−６８−７０３３

　　ＦＡＸ０９８２−６８−７０３１

向山日添神楽「願成就の舞」
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け
れ
ど
も
、
例
え
不
確
か
で
あ
っ
て
も
、
方
法
論

さ
え
確
か
な
ら
ば
、
例
え
伝
説
で
あ
っ
て
も
、
欠

史
時
代
の
追
求
は
許
さ
れ
よ
う
。
民
俗
学
は
柳

田
国
男
翁
の
立
て
た
立
派
な
そ
の
方
法
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
だ
が
、
十
根
川
神
社

の
祭
神
は
大お

お
な
む
ち
の
み
こ
と

己
貴
命
で
あ
る
、
世
に
い
う
「
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
と」。
一
方
、
椎
葉
厳い

つ
く

島し
ま

神
社
の
祭
神
は
厳

島
明
神
で
、
実
は
「
宗
像
三
女
神
」
と
同
体
で

あ
る
。『
古
事
記
』
に
よ
れ
ば
、
宗む

な

像か
た

三さ
ん

女じ
ょ

神じ
ん

は
、

天あ
め

の
真ま

な

い
名
井
の
誓う

け
い約
の
と
き
、
須す

佐さ

之の

男お
の

命み
こ
との

十と
つ
か
の
つ
る
ぎ

拳
剣
か
ら
生
ま
れ
た
女
神
で
、
当
然
出
雲
系

の
神
だ
が
、
筑
前
宗
像
と
朝
鮮
半
島
と
を
結
ぶ

沖
ノ
島
・
筑
前
大
島
と
、
宗
像
市
田
島
と
で
祭

ら
れ
て
い
る
神
々
。
そ
の
上
、
八
幡
信
仰
で
で
も

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
て
、
応
神
天
皇
・
神

功
皇
后
と
と
も
に
「
比ひ

売め

大お
お

神か
み

」
と
し
て
も
崇あ

が

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
神
々
を
、
厳
島
で
平
家
の

祖
先
神
と
仰
い
だ
の
は
平
清
盛
で
あ
る
が
、『
古

事
記
』
に
よ
れ
ば
、
沖
ノ
島
で
祭
る
多た

紀き

理り

毘び

売め
の

命み
こ
とは
、大
国
主
命
と
結
婚
し
て
い
る
。
す
る
と
、

十
根
川
神
社
の
大
己
貴
命
（
大
国
主
命
）
と
椎

葉
厳
島
神
社
の
女
神
と
が
恋
愛
関
係
に
あ
っ
て

も
、
一
向
に
不
思
議
で
は
な
い
。
十
根
川
の
神
山

脇
に
本
陣
を
置
く
那
須
大
八
郎
と
、
上
椎
葉
の

陣
山
オ
モ
テ
に
住
む
鶴
富
姫
と
が
恋
を
し
て
も
、

そ
れ
は
『
古
事
記
』
の
伝
承
の
延
長
線
上
に
生

ま
れ
た
伝
承
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
一
つ
の
信

仰
が
新
し
い
信
仰
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
十
根
川
神
社
祭
神
と
椎
葉
厳
島
神
社

の
祭
神
と
の
結
婚
譚
が
、
大
八
郎
と
鶴
富
姫
の

恋
愛
譚
の
原
型
で
あ
る
か
な
い
か
は
と
も
か
く

と
し
て
、
こ
こ
に
き
て
鶴
富
姫
と
大
八
郎
の
恋
愛

譚
は
中
世
の
那
須
武
士
段
の
始
祖
伝
説
か
、
と

言
う
推
察
は
許
さ
れ
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
し
て
こ
の
恋
愛
譚
が
後
々
、
椎
葉
に
恩

讐
を
越
え
て
桃と

う
げ
ん
き
ょ
う

源
郷
を
作
り
上
げ
た
こ
と
も
強

く
国
の
内
外
に
誇
っ
て
よ
い
こ
と
か
と
思
う
が
、

た
だ
し
で
あ
る
。
村
を
活
性
化
し
な
く
て
は
、
こ

の
よ
う
な
希け

有う

の
伝
統
は
、
誰
に
も
知
ら
れ
な

い
ま
ま
に
終
わ
る
。頑
張
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
（
山
中
重
光
・〈
文
責
〉
山
中
耕
作
）

の
的
』
の
武
勲
を
誇
り
と
し
て
た
も
の
か
と
思
わ

れ
る
。
た
だ
、
今
現
在
、
そ
の
椎
葉
那
須
本
家

と
い
え
ど
も
平
家
を
誇
り
に
し
、
鶴
富
姫
の
お

墓
を
守
っ
て
い
る
の
だ
が
、こ
の
伝
説
の
主
役
は
、

去
っ
た
大
八
郎
で
は
な
く
て
、
残
っ
た
鶴
富
姫
の

鮮
烈
な
生
き
方
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ば

か
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
伝
説
は
後
世
永
く
、

敵
味
方
恩
讐
を
越
え
て
仲
良
く
、
と
い
う
実
に

見
事
な
村
風
を
作
り
上
げ
て
今
日
に
至
り
、
現

代
の
浅
ま
し
い
民
族
紛
争
の
世
界
か
ら
は
想
像

も
つ
か
な
い
、
美
し
く
穏
や
か
な
村
を
形
成
し
て

い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
椎
葉
の
至
宝
と
言
っ
て
よ

い
こ
と
。
元
国
土
庁
長
官 

官
房
審
議
官 

植
苗
竹

司 

氏
を
し
て
言
わ
し
む
れ
ば
、
先
祖
伝
来
の
椎

葉
の
資
産
と
も
言
う
べ
き
伝
承
で
あ
る
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
豊
前
・
豊
後
の
初
代
守
護

職 

大
友
能よ

し

直な
お

の
妻
の
深じ

ん
み
ょ
う妙
が
、九
州
武
士
を
「
先

祖
な
き
下
郎
」
と
評
し
た
こ
と
が
あ
る
。
能
直
は

頼
朝
の
子
で
あ
る
。
深
妙
か
ら
す
れ
ば
、
九
州

武
士
は
、
い
か
に
も
田
舎
武
士
に
見
え
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
た
だ
言
葉
の
善
悪
は
と
も
な
く
、
誇

る
べ
き
先
祖
を
持
た
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
、
い

か
に
も
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。だ
が
、椎
葉
の
人
々

は
、
世
界
に
誇
る
べ
き
先
祖
を
持
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。伝
説
上
の
昔
の
こ
と
だ
。あ
っ
た
か
な
か
っ

た
か
、
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
先
祖
の
こ
と
だ
、

信
じ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
大
切
に
思
わ
な
く
て
は

な
ら
ぬ
。『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
神
話
は
、

荒こ
う

唐と
う

無む

稽け
い

だ
が
、
日
本
人
は
こ
れ
を
心
に
刻
ん

で
、
血
と
し
、
肉
と
し
、
精
神
文
化
の
支
柱
と
し

て
誇
り
に
思
っ
て
き
た
が
、そ
れ
と
同
じ
こ
と
だ
。

　

そ
の
約
束
で
の
こ
と
だ
が
、椎
葉
村
の
歴
史
は
、

す
で
に
縄
文
文
化
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し

そ
の
後
の
椎
葉
に
は
長
く
欠
史
時
代
が
続
い
た
。

　

こ
の
鶴
富
姫
の
伝
説
は
、
そ
の
欠
史
時
代
の

後
に
続
く
、
椎
葉
の
伝
説
時
代
の
始
ま
り
で
あ

る
。
そ
の
後
よ
う
や
く
に
し
て
永
禄
の
獺
野
原
の

合
戦
に
至
っ
て
椎
葉
の
歴
史
時
代
が
始
ま
り
、
現

代
に
至
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
椎
葉
村
は
縄
文

文
化
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
室
町
時
代
以
後
で

な
け
れ
ば
、歴
史
的
に
不
明
と
い
う
無
念
が
あ
る
。

を
失
っ
た
平
家
残
党
は
、
も
は
や
追
討
の
必
要
は

な
い
、と
い
う
い
わ
ゆ
る「
武
士
の
情
け
」に
あ
る
。

　

そ
の
後
に
お
け
る
鶴
富
姫
の
恋
心
は
、
ま
こ

と
に
可か

憐れ
ん

で
あ
る
。
が
、
大
八
郎
は
鎌
倉
帰
還

に
当
た
っ
て
、
鶴
富
姫
を
帯
同
し
な
い
。
妊
娠
中

の
子
を
認
知
し
て
く
れ
た
こ
と
は
当
然
と
し
て

も
、生
ま
れ
る
子
供
が
「
男
な
ら
那
須
に
寄
こ
せ
。

女
な
ら
遣つ

か

わ
す
に
及
ば
ず
」
と
言
う
の
は
、
い

か
に
も
武
家
社
会
ら
し
い
発
想
で
あ
っ
た
。
こ
れ

が
『
源
氏
物
語
』「
明
石
」
以
下
の
巻
で
あ
れ
ば
、

光
源
氏
は
、
明
石
で
の
現
地
妻 

明
石
ノ
上
と
そ

の
間
に
生
ま
れ
た
明
石
の
姫
君
を
京
都
に
引
き

取
っ
た
上
、
後
々
、
明
石
の
姫
君
を
皇
后
に
し
て

い
る
。も
っ
と
も
こ
れ
は
公く

卿
ぎ
ょ
う

社
会
の
や
り
方
で
、

武
家
社
会
と
は
自
ず
か
ら
遣や

り
方
が
違
う
の
だ

が
、
椎
葉
の
鶴
富
姫
は
、
こ
の
武
家
社
会
の
苛か

酷こ
く

な
仕
打
ち
に
も
よ
く
耐
え
て
、
生
ま
れ
た
娘

に
婿
を
取
っ
て
、原
氏
の
那
須
家
を
立
て
さ
せ
る
。

こ
の
伝
説
の
主
題
は
、
悲
恋
譚
と
い
う
以
上
に
、

平
家
の
姫
が
そ
の
誇
り
を
失
わ
ず
、
大
八
郎
と

の
縁
を
大
切
に
し
て
、
筋
道
を
貫
き
通
し
て
、
椎

葉
に
新
し
い
那
須
家
を
立
て
さ
せ
る
こ
と
に
あ

る
。
実
に
凛り

ん

と
し
て
い
て
、
清す

が
す
が々

し
い
。
す
る
と

こ
の
伝
説
は
、
椎
葉
高
男
氏
の
お
説
の
よ
う
に
、

永
禄
二
年
（
一
五
五
九
年
）
の
獺う

そ

野の

原ば
る

の
合
戦
等

に
伝
え
ら
れ
る
大
河
内
城
の
那
須
武
宗
、
小
崎

城
の
那
須
武
晴
、
向
山
城
の
那
須
武
綱
等
々
の

椎
葉
武
士
団
が
始
祖
伝
説
に
し
て
い
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
ま
た
、
こ
の
椎
葉
武
士
団
の
動
員

力
は
約
二
百
人
だ
そ
う
だ
が
、
普
段
は
農
業
あ

る
い
は
広
い
意
味
で
の
山
仕
事
に
従
事
し
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
事
実
椎
葉
の
林
業
は
九
州

で
も
抜
群
の
水
準
で
、
豊
後
の
日
田
杉
も
、
椎
葉

村
の
指
導
下
で
今
日
に
い
た
っ
た
、
と
い
う
。
恐

ら
く
こ
の
椎
葉
武
士
団
は
、那
須
与
一
宗
隆
の
『
扇

　

昔
、
那
須
橋
の
下し

て

ぇ
大
け
な
滝
が
あ
っ
て
、

そ
の
ね
き
に 

※
① 

岩
屋
が
あ
っ
た
ち
ゅ
う
。

十
根
川
に
こ
し
ら
え
た
陣
屋
に
お
っ
た
那
須
大

八
郎
は
、
鶴
富
屋
敷
と
の
間
に
あ
る
そ
の
岩
屋 

※
② 

で
鶴
富
姫
と
逢
う
と
っ
た
ち
ゅ
う
。
そ

れ
か
ら
こ
の
岩
屋
を「
逢
い
引
き
の
岩
屋
」ち
ゅ

う
て
呼
ぶ
こ
と
な
っ
た
ち
ゅ
う
話
。

※
① 

ね
き
に 

＝ 

そ
ば
に

※
② 

岩　

屋 

＝ 

耳
川
本
流
と
十
根
川
支
流
と

の
分
岐
点
に
位
置
し
て
い
る
現
那
須
橋
付
近

は
、も
と
は
大
き
な
滝
、淵
・
岩
屋
の
続
く
水

量
豊
富
な
深
い
渓
谷
だ
っ
た
。
山や

ま
ん
ば姥
の
住
む

岩
屋
も
あ
っ
た
、と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
。

昭
和
17
年
の
岩
屋
戸
ダ
ム
完
成
以
降
は
川
底

に
そ
の
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
が
、
古
老
た

ち
に
は
記
憶
に
残
る
渓
谷
だ
っ
た
と
い
う
。

　
（
聞
き
手　

山
中 

耕
作
）

※
こ
の
話
は
、広
報
し
い
ば「
平
家
伝
説
特
集
」（
平

成
16
年
12
月
号
）で
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
の
那
須
橋
付
近
は
、か
っ
て
の
荒
々
し
い
渓

谷
な
ど
想
像
も
つ
か
な
い
穏
や
か
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
。同
じ
大
字
下
福
良
な
が
ら
、尾
平
と
下
椎
葉

と
の
境
で
あ
る
。伝
説
の
型
は
境
の
伝
説
で
あ
る
。

　

右
の
大
八
郎
と
鶴
富
姫
と
の
恋
愛
譚

ば
な
し

は
、
恩お

ん

讐し
ゅ
うを

越
え
た
恋
だ
っ
た
が
、
こ
と
の
発
端
は
、

源み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も

の
命
に
も
拘か

か

わ
ら
ず
、
大
八
郎
が
戦
意

椎
葉
の
民
話

109

「
逢あ

い
引び

き
の
岩い

わ

屋や

」

語
り
手　

松
岡 
正た

だ

社た
か 

さ
ん

（
岩
屋
戸
下
）

昭
和
47
年
６
月
９
日
生
ま
れ

椎
葉
の
散
歩
道
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が、今年10月26日から「時間額627円」
に改正されました。
　最低賃金は臨時、パート、アルバ
イトを含む宮崎県内で働くすべての
労働者に適用されます。
　なお、産業別最低賃金については、
別に審議が行われ、年内の発行を予
定しています。
■問い合わせ先
　宮崎労働局 賃金室
　　☎０９８５−３８−８８３６

宮崎県東京学生寮
入寮者を募集します

　宮崎県東京学生寮では、東京都及
びその周辺に所在する大学等への入
学予定の男子学生で、保護者が宮崎
県内に居住する方を対象に入寮者を
募集しています。
■募集人員　※多数の場合抽選
　50人程度（１部屋２人定員）
■寮費　現行月額18,600円
　※電気料金は実費です。
　※食事の提供はありません。
■募集期間
　11月４日（火）から
　　１月９日（金）まで（必着）
■問い合わせ先
　宮崎県東京学生寮
　　☎０３−３２６３−５０６８
　募集受付専用電話
　　フリーダイヤル０１２０−５０−３８３９
　宮崎県 総務課 庁舎担当
　　☎０９８５−２６−７２９０

航空祭が開催されます
　航空自衛隊新田原基地で航空祭が
開催されます。
■期日　12月７日（日）
■時間　8：30 〜 15：00 ※予定
■場所　航空自衛隊新田原基地
■主要イベント
　ブルーインパルス曲技飛行
　各自衛隊機の飛行展示 ほか
■入場料　無料
■駐車場について

【基地内駐車場】
　※駐車券（11月12日（水）必着の

往復ハガキ応募による抽選）が
必要。

【基地外特設駐車場】
　※駐車券不要。
　　ただし、基地までの有料シャト

ルバスを利用。
■問い合わせ先
　航空自衛隊 新田原基地
　第５航空団司令部監理部
　基地渉外室 広報班
　〒889-1492
　児湯郡新富町大字新田19581
　　☎０９８３−３５−１１２１
　　　（広報班）

http://www.mod.go.jp/asdf/
nyutabaru/

陸上自衛隊 生徒募集！
■募集種目　陸上自衛隊生徒
■募集人員　約320人
■資　　格　中卒（見込含）
　※17歳未満の男子
■受付期間
　11月１日（土）
　　　〜１月６日（火）
■試験期日及び合格発表
　一　　次　１月10日（土）
　二　　次　１月23日（金）
　最終合格　２月17日（火）
■入（校）隊　４月上旬
■問い合わせ先
　自衛隊日向募集事務所
　　☎０９８２−５２−６９１４
　役場 総務課 消防交通係
　　☎０９８２−６７−３２０１

乾
ほ し

椎
し い

茸
た け

入札会の結果
　平成20年度 第12回乾椎茸入札会
の結果をお知らせします。
■期日　10月28日
■場所　経済連椎茸流通センター
　　　　（日向市）

【出品箱数】　29箱（−70）
　　※全体 132箱（−577）

【平均価格】　3,897円（−888）
　　　※全体 4,403円（−346）

【高　　値】　5,090円（香
こ う

信
し ん

中
ちゅう

葉
ば

）
　　　※全体 6,100円（スライス）
■問い合わせ先
　役場 農林振興課 特用林産係
　　☎０９８２−６７−３２０６

参加しよう「成人式」
　今年度の成人式の日程をお知らせ
します。
■期日　１月４日（日）
■時間（日程）
　受　　付　　8：30 〜　9：20
　式　　典　　9：30 〜 10：30
　休　　憩　10：30 〜 10：40
　記念講演　10：40 〜 11：40
　記念撮影　11：40 〜 12：00
■場　所　椎葉村開発センター
■対象者　昭和63年４月２日生
　　　　　　〜平成元年４月１日生
■記念講演
　林家花丸（落語家・お笑いタレント）

※一般の方もご覧いただけます。
　ぜひお越しください。

児童館・保育所
入園受付をします

　平成21年度の各児童館・保育所の
入園受付を実施します。
■期日　11月19日（水）　
■時間　9：00 〜 10：00
　※受付場所は各児童館・保育所
　※鹿野遊保育所は鹿野遊小学校で

実施（時間16：30 〜 17：30）
■対象児童
　平成15年４月２日生から
　　平成18年４月１日生まで
　※保育所については平成18年９月

30日生までの幼児に対して相談
に応じます。

■その他
・印鑑、保険証をご持参ください。
・現在入園中の幼児も新たにお申し

込みください。
・新入園予定の子どもさんと一緒に

お越しください。
■問い合わせ先
　役場 福祉保健課 福祉係
　　☎０９８２−６８−７５１２



Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●10月１日現在
　男　　1,606人（−2）
　女　　1,633人（＋1）
　計　　3,239人（−1）
世帯数　1,271戸（−2）

Public Relations of  SHIIBA 1� 2008（H20）11月号

イン」強化月間として、下記のとお
り相談受付時間を延長して対応いた
します。
　どうぞご利用ください。
■実施期間
　11月17日（月）から
　　23日（日）までの１週間
■受付相談時間
　◎17日〜 21日
　　　8：30から17：00まで
　◎22日・23日
　　　10：00から17：00まで

【女性の人権ホットライン】
　　☎０５７０−０７０−８１０

守ろう！「犯罪被害者の権利」
　11月25日から12月１日までは犯罪
被害者週間です。警察では各種被害
者支援制度を行っています。

【被害者連絡制度】
　　捜査に支障のない範囲での捜査

状況に関する情報提供
【指定被害者支援要員制度】

　捜査員とは別に指定された警察
職員（指定被害者支援要員）の現
場検証や病院等への付き添い、心
配事の相談など

【医療費等支出制度】
　事件の立件に必要な提出用の診
断書等費用や、身体犯罪の被害者
が医療機関等での受診が必要な場
合の費用の一部公費支出

【一時居住場所（宿泊施設）使用料
の支出制度】

　犯人等からの再被害のおそれが
ある場合の緊急かつ一時的な宿泊
施設使用料の一部公費支出

※その他、犯罪被害者給付金制度な
どの支援制度もあります。

■問い合わせ先
　宮崎県 警察本部
　　☎０９８５−３１−０１１０
　宮崎県 日向警察署
　　☎０９８２−５３−０１１０

宮崎県の最低賃金が
改正されました
時間額 627円

　宮崎県最低賃金は、宮崎地方最低
賃金審議会で審議を重ねてきました

税の納期（11月分）
　納期限内に納めましょう。
　【国民健康保険税】（６期）
■納期限　　　12月１日
■口座振替日　11月26日
■問い合わせ先
　役場 税務住民課
　　☎０９８２−６７−３２０５

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　11月11日（火）
　　　　12月９日（火）
　　　　　※毎月第２火曜日
■時間　8：30 〜 12：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政係
　　☎０９８２−６７−３２０１

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でもけっこうです。心の悩みをかか
えていませんか？ぜひご相談くださ
い。（電話でも対応いたします）
■期日　11月17日（月）
　　　　12月15日（月）
　　　　　※毎月第３月曜日
　（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　椎葉村社会福祉協議会
　　☎０９８２−６７−２２７５

ご相談ください！
「特設人権相談所」開設
　12月４日から10日までは人権週間
です。そこで、法務局、市町村在住
の人権擁護委員が、人権に関する相
談を受け付けます。

【相談内容】
　人権が侵される恐れのあるとき、
成年後見制度、借地借家、登記、金
銭賃貸など。
　相談は無料で、秘密は堅く守られ
ます。お困りの方は、ぜひご相談く
ださい。
■期日　12月８日（月）
■時間　10：00 〜 15：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　宮崎地方法務局 日向支局
　　☎０９８２−５２−２９４４
　役場 税務住民課
　　☎０９８２−６７−３２０５

守ろう！「子どもの人権」
　11月は「児童虐

ぎゃく

待
た い

防止推進月間」
です。児童虐待とは、保護者がその
監護する児童について行う次のよう
な行為をいいます。
１．身体的な暴行（身体的虐待）
２．わいせつな行為（性的虐待）
３．食事を与えない
　　世話をしない（ネグレクト）
４．心理的に傷つける言動
　　（心理的虐待）
※宮崎地方法務局では子どもの人権

問題に関する相談を受け付けてい
ます。気になることがある方は、
ぜひご相談ください。

【子どもの人権専用電話】
　子ども人権110番
　　フリーダイヤル：０１２０−００７−１１０

守ろう！「女性の人権」
　宮崎地方法務局では、女性が気軽
に相談できるよう、女性専用の相談
電話「女性の人権ホットライン」を
設置して相談に応じています。通常、
平日（土・日・祝日を除く）の８：30
から17：15まで相談に応じています
が、全国一斉「女性の人権ホットラ
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カメラ さんぽ

▲みんなで披
ひ

露
ろう

した一輪車の演技。１年生の久
く

間
ま

愛
より

華
か

さん
　と那須菜

な

奈
な

美
み

さんも上手に乗りこなしました。

みんなでつなげ！
未来へのバトン！
　山々に響く大声援。全校児童５人
の不土野小学校が、公民館と合同で
秋季大運動会を行いました。この日
はあいにくの雨。途中から場所を体
育館へと移動しましたが、工夫を凝
らした楽しい競技に、会場は笑顔と
笑い声に包まれました。（９月28日）

▲「ふれ〜！ ふれ〜！」大人をしたがえ元気にエールの交換。
赤団の団長は５年生の椎葉幸

こう

海
み

さん

　椎葉村で行われた第33回東臼杵郡障がい者スポーツ大会。郡内４町村と
旧北方町（延岡市）から165人の選手が参加して、40メートル走やテニスボー
ル投げ、団技などが行われました。この日は椎葉中学校の生徒も補助員と
して参加。競技にも参加して、楽しい交流の場となりました。

（10月15日・村総合運動公園グラウンド）

笑顔でふれあう スポーツ交流

▲42人が参加したテニスボール投げ。落下地点が分かるように付けられた粉が
尾を引きながら飛んでいきました。

▲「じゃんけん ポンッ！」団技「国盗
り物語」は４連勝でポイントゲット

▲元気にジャンプ！ 上椎葉児童館と
鹿野遊保育所の子どもたちが、歓迎
アトラクションでかわいいダンス
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春夏秋冬　まるごと椎葉

色とりどりのコスモスと風
かざ

車
ぐるま

　松尾児童館の横にある姫伝説遊
歩道。風が吹くとカタカタと音を立
てて回る色とりどりの風車（８月14
日）。10月になると一面がコスモス
の花畑（10月８日）。松岡伸一さん

（下松尾）がみんなの目を楽しま
せてくれています。

雨上がりの午後

▲水滴を包み込んだ小さな花びら。富どの亭
前のソバの花（９月28日・古枝尾下）

▲コスモスの蜜
みつ

を吸うオオスカシバ
　（９月28日・松木）

台風一
いっ

過
か

 
すっかり秋模

も

様
よう

　10月１日。台風15号は椎葉村に
大きな被害をもたらすこともな
く、九州から遠ざかっていきまし
た。同時に訪れた秋模様。朝晩
は徐々に冷え込んできて、山々
の木々も少しずつ色づき始めま
した。

▶
澄
み
き
っ
た
青
空
の
下
、
稲
刈
り
を
行
っ
た

上
椎
葉
（
尾
田
山
中
）
の
椎
葉
畩
利
さ
ん
と

ナ
ツ
子
さ
ん
。「
台
風
が
た
い
し
た
こ
と
な

く
て
良
か
っ
た
」と
ひ
と
安
心（
10
月
２
日
）

▲台風の影響で数日前から降った雨。満水になり、
勢いよく放水をする上椎葉ダム

　（10月１日）
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出
生　
お
め
で
と
う

　
　

椎
葉　

祝の
り
か神 

ち
ゃ
ん

（
旧
岩
屋
戸
）
昭
治
・
佐
織 

さ
ん

　
　

椎
葉　
　

萌も
え 

ち
ゃ
ん

（
不
土
野
中
）
博
志
・
葉
子 

さ
ん

　
　

栩と
ち

川か
わ　

晏あ
ん

奈な 

ち
ゃ
ん

（
内
の
八
重
）
真
・
沙
緒
里 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

東　

ト
ミ
子 

様
（
下
椎
葉
）
88
歳

　

竹
田　

重
遠 

様
（
佐
土
の
谷
）
76
歳

　

山
中　

和
子 

様
（
桑
の
木
原
）
80
歳

　

那
須　

晴
夫 

様
（
内
の
八
重
）
88
歳

　

椎
葉　

秀
敏 

様
（
狩　
　

底
）
91
歳

香
典
返
し　
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活

　
　
　
　
　
　
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

黒
木
武
太
郎 

様
（
中
山
下
）

　
（
故 

黒
木 

光
太
郎 

様
）

　

東　
　

成
海 

様
（
下
椎
葉
）

　
（
故 

東 

ト
ミ
子 

様
）

　

竹
田
ヤ
エ
子 

様
（
佐
土
の
谷
）

　
（
故 

竹
田 

重
遠 

様
）

　

山
中　
　

誠 

様
（
桑
の
木
原
）

　
（
故 

山
中 

和
子 

様
）

　

那
須
キ
ミ
エ 
様
（
内
の
八
重
）

　
（
故 
那
須 

晴
夫 

様
）

戸
籍
だ
よ
り
（
９
月
届
出
分
）

上
旬　

椎
葉
神
楽

　
　
　
　
（
〜
下
旬
・
村
内
各
地
）

２
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

４
日　

持
久
走
大
会
（
尾
向
小
）

５
日　

１
月
期
子
牛
村
品
評
会

　
　
　
　
（
那
須
橋
）

　
　
　

持
久
走
大
会
（
鹿
野
遊
小
）

６
日　

持
久
走
大
会
（
椎
葉
小
）

７
日　

持
久
走
大
会
（
松
尾
小
）

９
日　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

　
　
　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

中
旬　

12
月
定
例
議
会

12
日　

持
久
走
大
会

　
　
　
　
（
小
崎
小
・
不
土
野
小
）

16
日　

妊
婦
・
乳
児
相
談
、
乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ
）

17
日　

１
月
期
子
牛
郡
共
進
会

　
　
　
　
（
延
岡
市
）

20
日　

年
末
の
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
（
〜
31
日
）

21
日　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

24
日　

小
中
学
校
２
学
期
終
業
式

26
日　

官
公
庁
仕
事
納
め

12
月
の
主
な
行
事
と

お
知
ら
せ

おすすめの１冊

BOOK  CORNER
開発センター
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより椎葉小学校

　

ビ
ー
ル
会
社
の
若
手
宣
伝
部
員
に

突
然
下
っ
た
転
勤
命
令
。
左さ

遷せ
ん

先
は

売
り
上
げ
最
低
の
地
方
支
店
。
ビ
ー

ル
営
業
マ
ン
が
一
人
前
に
成
長
す
る

姿
を
描
い
た
青
春
爽
快
物
語
！

『
ビ
ア
・
ボ
ー
イ
』（
新
潮
社
）

著 

／ 

吉
村 

喜
彦

椎葉小 教諭

鍋
なべ

西
にし

 幸
こう

治
じ

 さん

　

読
み
終
え
る
と
満
足
感
に
あ
ふ
れ
、

読
む
前
と
違
っ
て
い
る
自
分
に
気
づ

き
ま
す
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
リ

ピ
ー
タ
ー
が
多
い
秘
訣
は･･･

『
私
が
一
番
受
け
た
い 

　
　
　

コ
コ
ロ
の
授
業
』

著 

／ 

比
田
井 

和
孝
・
比
田
井 

美
恵
（
ご
ま
書
房
）

椎葉小 ６年

黒木 美
み

桜
お

 さん

　

こ
の
本
は
、
Ｈヒ

ロ

Ｉ
Ｒ
Ｏ
と
い
う
人

が
ど
う
や
っ
て
有
名
に
な
っ
た
か
が

書
い
て
あ
る
本
で
す
。
お
も
し
ろ
い

の
で
ぜ
ひ
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

『
Ｂ
ボ
ー
イ 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
』

著 

／ 

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
（
幻
冬
舎
）

　

マ
マ
は
毎
日
、
パ
パ
や
子
ど
も
た

ち
の
世
話
で
大
忙
し
。
家
事
す
べ
て

を
一
人
で
す
る
の
も
う
ん
ざ
り
。
あ

る
日
と
う
と
う
家
出
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
残
さ
れ
た
家
族
は･･･

。

『
お
ん
ぶ
は
こ
り
ご
り
』（
平
凡
社
）

著 
／ 

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン

訳 

／ 

藤
本 

朝
巳

17
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▼
村
民
体
育
大
会
で
１
０
０
ｍ
走
に
出
場
し
ま

し
た
。
一
時
は
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
よ
り
２
秒
ほ
ど
遅

く
な
っ
た
の
で
す
が
、
１
秒
は
戻
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
▼
自
分
に
は
ベ
ス
ト
体
重
が
あ
り
ま
す
。

10
年
以
上
変
わ
ら
な
か
っ
た
体
重
が
、
突
然
３

キ
ロ
増
え
、
12
キ
ロ
減
り
、
15
キ
ロ
増
え
、
８
キ

ロ
減
り
、
ま
る
で
最
近
の
株
価
の
よ
う
で
し
た
▼

や
せ
る
と
体
力
が
無
く
な
り
走
れ
ま
せ
ん
。
太

る
と
体
が
重
く
て
走
れ
ま
せ
ん
。
現
在
の
体
重

は
元
よ
り
２
〜
３
キ
ロ
重
い
程
度
で
、
ほ
ぼ
以
前

の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。
締
ま
り
の
な
い
腰
回

り
は
別
と
し
て･･･

▼
体
重
が
減
っ
た
時
に
は
食

事
の
量
も
減
っ
て
い
ま
し
た
。
減
っ
た
こ
と
を
気

に
し
て
今
度
は
食
べ
過
ぎ
、
逆
に
太
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。「
腹
八
分
目
に
医
者
い
ら
ず
」
何
事
も

加
減
が
大
事
で
す
▼
食
欲
の
秋
の
誘
惑
に
負
け

ず
、
旬
の
物
を
適
量
い
た
だ
く
こ
と
を
心
が
け
、

平
家
ま
つ
り
の
取
材
へ
備
え
ま
す
。　
（
リ
キ
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

中
学
校
体
育
大
会
、
小
学
校
や
地
区

の
運
動
会
、
そ
し
て
村
民
体
育
大
会
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
真
っ
盛
り
。
走
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
ダ
ン
ス
や
ゆ
か
い
な
団
技

も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
競
技
に
参
加
し
た

り
、
自
分
の
団
を
応
援
し
た
り
、
楽
し
み

方
も
様
々
。
団
技
「
年
の
差
な
ん
て
」
は

大
人
（
60
歳
以
上
の
男
女
５
人
ず
つ
）
と

子
ど
も
（
小
学
生
６
人
）
で
チ
ー
ム
を
作

り
、
玉
入
れ
を
す
る
競
技
。
子
ど
も
が

素
早
く
お
じ
ゃ
み
を
集
め
、
大
人
が
カ

ゴ
へ
投
げ
入
れ
る
。
世
代
を
越
え
た
連

係
プ
レ
ー
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
村
民
体
育
大
会
」

俳
句
募
集
＝ 

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

　

菅
原
道
真
公
を
ま
つ
る
尾
末
神
社
大
祭

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
海
の
男
が
少
年
た
ち

を
乗
せ
て
町
中
を
練
り
歩
く
「
だ
ん
じ

り
」。
そ
の
激
し
く
勇
壮
な
姿
が
、
沿
道

の
目
を
釘
付
け
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、毎
年
11
月
23
日
に
行
わ
れ
る
門
川

神
社
大
祭
で
は
、古
く
か
ら
戦
勝
を
祝
っ
て

踊
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
小
園
臼
太
鼓
踊

り
の
奉
納
が
祭
り
の
見
ど
こ
ろ
で
す
。秋
の

澄
ん
だ
空
に
白
い
幟
が
美
し
く
映
え
る
門

川
の
秋
の
風
物
詩
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

門
川
町
観
光
協
会

　
　

☎
０
９
８
２―

６
３―

１
１
４
０

『
尾
末
神
社
大
祭
』

『
門
川
神
社
大
祭
』

日
向
入
郷
広
域
情
報

門　

川　

町

《
特
選
》

聳
え
立
つ
十
根
の
大
杉
月
か
か
る	

中
瀬　
　

汀

［
評
］
わ
た
し
が
四
年
前
、
は
じ
め
て
椎
葉
村
を
訪
う
た
折
、
最
初
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
た
の
が
、
十
根
川
神
社
の
大
杉
で
あ
っ
た
。
驚
い
た
。
堂
々
、
樹

高
五
四
．
四
メ
ー
ト
ル
。
す
な
わ
ち
、
中
天
の
満
月
が
よ
く
似
合
う
。

数
殖
え
て
鹿
の
鳴
き
声
遠
ち
近
ち
に　

	

那
須　

瑞
穂

［
評
］
野
生
の
鹿
の
交
尾
期
の
鳴
き
声
は
、
近
く
は
唸
る
よ
う
に
、
遠
く
で
聞
く
と

哀
れ
を
誘
う
よ
う
に
聞
こ
え
る
由
。「
数
殖
え
て
」
は
作
者
が
山
の
事
に
精

通
し
て
い
る
証
拠
。

い
わ
し
雲
嘗
て
特
攻
征
っ
た
空　

	

那
須　
　

正

［
評
］
こ
の
句
、
七
十
七
、八
歳
以
上
の
人
た
ち
に
は
胸
痛
む
一
句
。
し
か
も
南
九

州
の
某
地
は
発
着
基
地
だ
っ
た
。
あ
っ
こ
れ
は
間
違
い
、
着
陸
地
は
な
か
っ

た
の
だ
。

《
入
選
》

黎

明

の

空

の

一

棹

渡

り

鳥

小
丸
川
河
童

山
の
綾
日
々
さ
ま
ざ
ま
に
色
添
え
て

黒
木
八
重
子

さ
く
さ
く
と
バ
イ
ン
ダ
ー
の
音
天
高
し

松
岡　

久
子

秋
の
声
夜
の
し
ず
か
な
椎
葉
湖
に

椎
葉
シ
ヅ
子

瀬
の
音
に
添
う
て
や
さ
し
き
虫
の
声

山
本　

和
枝

コ
ス
モ
ス
は
赤
白
ピ
ン
ク
咲
き
そ
ろ
う

椎
葉
ツ
ユ
子

身
に
沁
む
や
鏡
に
映
る
手
術
痕

小
八
重
知
津
子

夕
空
に
い
ち
ば
ん
似
合
う
赤
と
ん
ぼ
（
椎
葉
中
二
年
）
椎
葉　

康
文

秋
の
風
ほ
て
る
体
に
心
地
よ
し
（
椎
葉
中
三
年
）
那
須　

祐
美

「門川神社大祭」
　期日：11月23日（日）
　場所：門川神社
（ＪＲ門川駅から車で５分）

「尾末神社大祭」
　期日：11月９日（日）
　場所：尾末神社
（ＪＲ門川駅から車で５分）
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　カエデ科カエデ属の落葉高木で胸高直径50㎝、樹
高10m以上に成長する日本固有種です。南は鹿児島
県屋久島から九州や四国、本州の東北地方までの暖
帯林から温帯林に生育し、伐採地や崩壊地、林道沿
いなどの森林が攪乱を受けたり日当たりのよい場所
を好みます。樹皮は灰緑色で若枝では緑色に黒い縞
模様が入り、瓜の肌のように見えることから和名が
つきました。本村で「あおぎり」と呼ぶのもこの樹皮
の色から来ているのでしょう。葉は大きく３裂して対
生し、秋になると桜桃色に紅葉するので樹皮との対
比が目につきます。雄木と雌木があり、５月になると
枝先に細長い淡緑色の雄花と雌花をそれぞれ開花し
ます。２枚のプロペラ状の翼を持つ種子を穂状に７
−10個つけ、10月になると風により飛散します。木材
は白くてやや軽く、種々の器具や家具に用いられる
ほか、時に紅葉が美しいことで庭木に植えられます。

（九州大学宮崎演習林　内海 泰弘・井上 晋）

ウリハダカエデ
73

フェイス！
Face 
in November

24
歳
・
大
河
内
（
城
）

勤
務
先
：
大
河
内
小
学
校

趣　

味
：
ス
ポ
ー
ツ

　満天の星。川のせせらぎ。木々の紅葉。表情豊かなこ
の大自然に、初めての土地ではありますが、懐かしさを
感じています。早いもので、大河内にきて半年がたちま
す。これからの冬の寒さが少し心配ですが、その凛とし
た空気もまた、好きになれたらと思っています。

吉よ
し

田だ 

亜あ

樹き 

さ
ん

会長　河
か わ

 野
の

　繁
しげる

 さん

笑顔のわ●

　スポーツの普及と振興を図るため、村内をかけ回る10人のスポー
ツマンとスポーツウーマン。ミニテニスの指導や、健康教室でスト
レッチとウォーキングの講習などを行っています。楽しく体を動か
して、無理なく体力の向上を！　軽スポーツで汗を流し、心も体も
リフレッシュしましょう。
◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、“笑顔の輪”を広げていきます。

軽
ス
ポ
ー
ツ
で

体
力
増
進
！

気
分
は
爽そ

う

快か
い

！

椎葉村体育指導委員

未来にはばたけ！

内
うち

村
むら

 孝
こう

誠
せい

 くん
松尾（下屋敷団地）

平成18年10月５日生まれ

おとうさん：貴久 さん
おかあさん：美保 さん

優しいお姉ちゃんと毎日仲良く
遊んでいるね。これからも も
りもり食べて元気に育ってね。

椎葉 悠
ゆ い

生 ちゃん
上椎葉（中２）

平成18年11月12日生まれ

おとうさん：芳満 さん
おかあさん：恵利佳 さん

アンパンマンが大好きな悠生。
天翔や海祥稀に負けないくらい
明るく元気でやさしく育ってね。
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